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１ リサイクルセンター利用フロー 
 

発注者 
 

工事請負業者       やまどりセンター 
 

【申込】 
当該工事受注後速やかに、利用
申込書（様式１）をＦＡＸ送付又
は持参願います。 
【前売券の購入】 
建設発生土については、利用申
込書に基づき本社にて前売券を
購入願います。（現金又は銀行振
り込みによる入金確認後券引き
渡し） 

【発生土の搬入】 
搬入の 3 日前までに搬入出告知
書をＦＡＸ送付お願いします。
また、搬入の際は運搬車両の法
定積載量を厳守願います。 
【改良土の搬出】 
計量所で出荷伝票を受け取って
から積込運搬をお願いします。 
【お支払い】 
改良土については後日、請求書
を郵送後、銀行振り込みをお願
いします。 

 【受付】 
利用申込書（様式１）の確認後、
受付になります。 
【発生土の土質試験及び確認】 
搬入予定発生土が 200 ㎥以上の
場合、3-(1)-①にある項目の土質
試験を実施します。 
土質試験結果より土質区分を確
認し搬入準備。 
【発生土の受入】 
搬入時に重量の計測を行い、体
積に変換するための湿潤密度を
測定します。受入終了後にその
都度伝票を発行します。 
【改良土の販売】 
利用申請書により伝票を準備し
ます。なお、清算は 3-(4)-③に示
す運搬車両毎に設定した数量
（体積）とします。 
【ご請求】 
毎月月末締めで請求書を請負者
様に送付しますので、翌月月末
支払期限でお願いします。 

【発注者への報告】 
センターが発行した証明書及び
伝票により報告 

【各種証明書の発行】 
搬入出終了後、取りまとめを行
い速やかに発行します。 
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２施設概要 

（１）営業範囲 
村山総合支庁管内 

 
（２）処理能力及びストックヤード 

○処 理 能 力：改良機械能力 ５００㎥/日（最大） 
○ストック量：発生土ストックヤード 約 8,000 ㎥ 

          改良土ストックヤード 約 500 ㎥ 
          
（３）営業時間 

原則として、土日及び祝日を除く 8 時 30 分から 16 時 30 分までとします。 
  上記以外の日は協議の上決定します。 
   なお、冬期間や悪天候・機械メンテナンスにより受入中止となる場合がありますの

で、予めお問い合わせ願います。 
 
３取り扱い条件 

（１）発生土の受入条件 
  ①土質試験済みである事（下記の試験項目） 
   ・単位体積重量（目視判断も可・ｐH ・含水比 ・コーン指数） 

②Ａs 塊・Co 塊・木くず・ゴミ類・金属等の混入していない事。 
  ③普通ダンプトラックで運搬が可能である事。（含水比が８０％以下） 
  ④水素イオン濃度（ｐH）が中性域である事。 
  （酸性土壌に対して生石灰のアルカリ成分により異常反応を起こし有毒ガスを発生す

る場合があるため） 
  ⑤粒径が 300 ㎜以上の巨礫及び有機質土砂・汚泥については、原則受入出来ませんが、

事前に協議願います。 
 ※①の試験については取扱量が 200 ㎥以上は当センターが実施します。 
 ※②③⑤については目視、④は機器により当センター係員が確認します。 
 ※コーン指数（基準 800ｋN/㎡以上以下）によりヤードを変える場合がありますので係

員の指示に従ってください。 
 注、搬入時の注意点 
 ①受け入れ準備の関係で、必ず事前に告知書を提出してください。 
（場合によっては受け入れを中止しする場合があります。） 

 ②過積載による搬入は受け入れを拒否します。（許容値は運転手の体重程度 100 ㎏以内） 
 



（２）改良土の取り扱い及び割増率 
  ①改良土は生石灰による改良土のため、現場搬入後は速やかに締固めを行うか、シー

ト等で覆い、出来る限り降雨等の影響を受けないよう養生してください。 
  ②改良土の使用において工事目的に合致するか発注者監督員と確認してください。 
  ③土量変化率のうち、締固め率は C=0.8～0.9（20～10％の体積減）ほぐし率 L=1.25

～1.30（25～30％の体積増）。ロス率は 5％程度を計上願います。 
 
（３）改良土の品質管理 

   ①品質管理は室内 CBR（20％）以上を品質目標とし、物理試験を実施します。なお、
CBR 以外の品質、土質定数（1 軸圧縮・せん断力等）については事前に別途相談願
います。 

   ②室内 CBR 試験及び物理試験の頻度は概ね 2,000 ㎥に 1 回実施します。自主基準とし
て物理特性が大きく変化した場合はその都度、CBR 試験を実施します。 

   
（４）発生土、改良土の検収方法 
  ①発生土：体積（㎥）により清算します。検収方法はトラックスケールによる重量測

定後、事前に測定した湿潤密度（t/㎥）で除した体積とする。（伝票は重量記載） 
  ②改良土：各種運搬車両毎の積込可能体積（目安）に運搬台数を乗した体積とする。 
  ③各種運搬車両毎の積込可能体積表 

車輛種類 ２ｔ車 ４ｔ車 10ｔ車 前記以外の車両 

改良土積載量（㎥） 1.3 2.5 6.0 協議 

  ④土質ごとの湿潤密度「嵩密度」（目安） 

土 質 シルト 密な粘土 ゆるい粘土 有機質土 

湿潤密度（ｇ/㎠） 1.70 1.65 1.50 1.40 

    ※道路開削時の礫交じり土は 1.80 を使用し、玉石交じり土は 1.85 とする 
（５）1 日当たりの許容台数 
  ①発生土搬入：10ｔ車で 30 台程度（事前に打ち合わせをお願いします） 
  ②改良土搬出：10ｔ車で 30 台程度（事前に打ち合わせをお願いします） 
 
（６）搬入・販売価格 
   公表されている山形県県土整備部発刊の土木関係設計単価（山形地域）による。 
   なお、上記単価表に計上されていない場合や、特殊な事情が発生した場合は相互の

協議により決定する。 



発行日  令和  年  月  日 
 
 
 

搬入・搬出証明書 
 
 
○○会社 
代表取締役 ○○ ○○ 殿 
工事名：令和 年度○○○○工事 
 
 

やまがた建設発生土 
リサイクルセンター  印 

Tel：023-  -   
Fax：023-  -   

 
 
 
やまがた建設発生土リサイクルセンターに下記数量の建設発生土搬入及

び再利用改良土搬出のあったことを証明いたします。 
 
 
 

品  名 計画数量 実搬入・出数量 

建設発生土 ㎥ ㎥ 

再利用改良土 ㎥ ㎥ 

 


